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2Cp-9　　　　調理技術習得に関する研究(第２報）

　　　　　　　　　　○原たつえ　梅國智子　高崎房子　鷲見美智子

　　　　　　　　　　　　（東京文化短期大学）

　〔目的〕学生は調理することには関心はあるが、包丁や菜箸を使い慣れていないなど基礎的な技術

は年々低下している。学生の生活環境や食生活様式などの変化による技術の低下に対し、教育的配

慮や意識的な働きかけが必要と考え、短大の調理教育における指導法を得るために本研究を行った。

前報では調理技術調査を行うことで学生の刃物の取り扱い技術が進歩したことを報告した。本報で

は調理の基礎技術である刃物や箸の取り扱い操作の技術向上と筋力や敏捷性などの体力との関連性

を探ることを目的に検討を行った。〔方法〕本学学生（19 9 6～19 9 8年度入学生計4 1 1名）

に刃物の取り扱い操作としてりんごの皮むきと大根のせん切り、箸の取り扱い操作として大豆ひろ

いを１年次と２年次の４月、９月、１月の計６回実施した。計測項目はりんごの皮の長さ、厚さ、

数、大根のせん切り本数、大豆の数である。　l月には意識のアンケート調査をあわせて行った。体

力測定は２年次の４月に行い、筋力、平衡性、敏捷性、瞬発力、柔軟性、筋持久力を測定し、５段

階に評価した。そして調理技術結果を５段階の評価別にグループ分けを行った。〔結果・考察〕皮の

長さは筋力と敏捷性の評価のよいグループが有意に高値を示し、皮の厚さは有意な差は認められな

かった。大根のせん切り本数は瞬発力の評価のよいグループが有意に高値を示し、ひろった大豆の

数は敏捷性の評価のよいグループが有意に高値を示した。調理技術の計測結果とアンケートの意識

調査ではこだわりがある、負けず嫌いである、器用である、努力した、上達するように心がけたな

どの項目に相関が認められた。以上より、基礎体力と調理技術との関連が示唆され、調理技術の進

歩にやる気が影響を及ぼすことが示された。

2 Cp-10　　　　高等学校家庭科教師から見た住居領域の位置づけ

　　　　　　　　　　○山崎　古都子＊■　北山　友佳子＊
　　　　　　　　　＊滋賀大

　研究目的　：先学によれば家庭科教育における住居領域については指導が困難な領域と
いう評価が定着しているかと思われる。本研究は住教育の重要性に鑑み、このような現状
を打開し、効果的な手法を見つけることを目的にして、まず、住居領域の教えにくさの構
造を明らかにしようとするものである。本報告では、高等学校家庭科を構成している諸領

域の中で教師から見て、住居領域がどのように位置づけられているかを明らかにする。
　研究方法：京都府、滋賀県の公立高校の家庭科教師全員に郵送アンケート調査を1999年

lO月に実施した。京都府：配票数129回収率20. 9%,滋賀県：配票数162,回収率27. 1%
　結果：家庭科の諸領域の指導について教え易さ、志向、自信、得意、重視度の５つの指
標を使って比較評価を求めたところ、各領域に特徴がみられた。食物領域は５つの指標と

も得点が高く教師の属性にも左右されずに評価が安定している。保育領域は食物領域に近
い。被服領域は重視度が低く現在の生活を反映している。この３領域に比べて、家族、住
居は教え難い領域であることが本調査からも再認された。しかし、家族領域は重視度が極
めて高く、一方住居領域は教師の志向性が高いのに反して、重視度が低いという結果とな
った。社会的重要性と教師の意識の間にギャップがある。実験実習の導入に対する評価は
高いが、短い時間内で的確な指導内容が見つからず、また準備時間・費用面で踏み切れな
いと答えた。従来の実験実習は住宅計画、通風実験などを個別に取り上げる例が多く、住

居領域に割当てられた時間内では部分的教材を消化するだけに止まる傾向がある。居住者
が身につける必要がある判断力や責任能力を総合的に養う実験実習の開発を求めていた。
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